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1
【差別の禁止】
・性別、年齢、人種、出身などによる差別がないことを確認している

基本 社会

明文化された規定によらずとも、実務慣行として外国籍社員への行政手続き同行や
住居確保の支援を全件実施している。また、現場の必要に応じて仕様書等の多言語
化を随時行い、国籍による情報格差や不利益が生じないよう、実態に即した柔軟な
サポート体制を運用している。

○ ○ ○ ○

2
【ハラスメント禁止】
・セクハラ、マタハラ、パワハラ等のハラスメントを防ぐ、ルール・教育・相談体制が整備されている

基本 社会

地域の様々な行事に協賛したり、会社周辺の清掃活動を共に行うなど、地域との自
然なつながりを大切にしています。社内では上下関係にとらわれず、何でも直接話し
合えるアットホームな雰囲気があり、これがハラスメントを未然に防ぐ土壌となって
る。
制度面では、就業規則（服務規律）においてセクシャルハラスメントの禁止を明確に
定めており、 誰もが安心して働ける環境の基礎を構築している。
現在の家族のような信頼関係を大切に守りつつ、ハラスメントのルール化・明文化
（2026年4月頃予定）をアップデートし、今後は、時代の変化やこれからの会社の歩み
に合わせ、その時々の状況にふさわしい形で、社員全員を対象としたハラスメント教
育（資料の回覧等）を行いう予定でおり、必要に応じて商工会と連携し、外部の講習
会等も活用して研修も行うか、服務規律の見直しと共に検討を行う。

○ ○ ○

3
【労働時間】
・過度な長時間労働が行われていない

基本 社会

就業規則(服務規律）で労働時間・休憩・昼食時間・有給休暇・様々な休暇を明確に
定め、メリハリのある働き方を徹底している。
日々の時間はタイムカードで正しく記録し、無理な長時間労働を防いでいる。
また、有給休暇は台帳管理して取得を促すだけでなく、急な体調不良や家族の事情
などで休む場合でも、柔軟に有給を充てられる体制を整えてます。事務員や上長に
よる細やかな声掛けにより、『いざという時に休みやすい』安心感のある職場づくりを
大切にしている。

○

4
【外国人労働者】
・外国人労働者の差別、人権侵害がないことを確認している

基本 社会

外国籍社員の人権を尊重し、孤立や不利益を防ぐため、事務員による行政手続きの
同行や住居確保の支援を実務慣行として実施している。
また、不当な情報格差による侵害がないよう、仕様書や通達の多言語化を徹底する
とともに、毎年の健康診断を100％実施し、心身の健康と安全を保障している。
日常の雑談や声掛けを通じて、困りごとや不当な扱いがないかを適切に確認してお
り、国籍を問わず、全従業員へ平等な声掛けやサポートを徹底している。

○ ○ ○

5
【労働安全衛生】
・作業中の事故等を防ぐため、安全で衛生的な労働環境が整備されている

基本 社会

就業規則（服務規律）に安全衛生に関するルールを定め、全社員が規律を守って安
全作業に取り組む体制を構築しています。これにより、一人ひとりが高い意識で事故
防止に努めている。
安全靴の支給に加え、作業着はレンタル業者を介して一括管理し、週1回の定期交
換により常に清潔で補修された状態を維持しています。マット類やウエスも専門業者
による定期洗浄・レンタルを導入し、油汚れ等による転倒事故や火災の防止、職場の
衛生管理を徹底している。

○ ○

6
【メンタルヘルス】
・労働者のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように施策を実施している

基本 社会

社員全員への定期健康診断を100％実施し、心身の健康状態の早期把握と予防に
努めている。
制度面では、就業規則（服務規律）において産前産後・育児・介護、慶弔などを幅広く
規定し、結婚や出産、介護といった人生のさまざまな場面でも安心して仕事を続けら
れる環境を整えている。
福利厚生も充実させており、予防接種費用の全額負担や有給取得の促進に加え、
職場へのウォーターサーバー設置や社内Wi-Fiの完備など、リフレッシュ環境を向上
させている。
また、月曜日の昼食内容をランクアップするなど、さらなる充実に継続的に取り組ん
でいる。
外国人社員に対しては、入国手続きや住居・インフラ契約の支援、状況に応じた家賃
負担に加え、Wi-Fi環境の整備や自転車の貸与など、日本での生活全般をサポートし
ている。
日頃の挨拶の徹底や、上下関係にとらわれず気軽に相談し合える雰囲気が、互いの
変化にいち早く気づき支え合える土壌となっている。
今後は、時代の変化やこれからの会社の歩みに合わせ、身体の健康だけでなく心の
健康（メンタルヘルス）についても、その時々の状況にふさわしい形で、社員全員が心
身ともにゆとりを持って安心して働き続けられる環境づくりを継続していく。

○
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7
【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者等）を活かし、十分に活躍できる環境が整備されている

基本 社会

多様な人材がそれぞれの状況に応じて活躍できるよう、適材適所の人材配置を行っ
ている。
障がいの有無や言語の壁といった個々の特性を理解し、翻訳機の活用や、写真・多
言語を併記した指示書、仕様書を整備することで、言葉の壁を越えて誰もが安全に、
かつ戦力として活躍できる職場づくりに取り組んでいる。
就業規則（服務規律）に定められている、フルタイム勤務が困難な方にはパートタイ
ムでの柔軟な働き方や様々な働き方をそれぞれ提供できる仕組みになっている。
女性も安心して働けるよう、トイレの完全男女別化や更衣室を完備するなど、性別に
配慮した職場環境を整えている。
また、定年後の定年延長制度により高齢者の豊かな経験を活かすとともに、外国人
社員に対しては入国から生活インフラの整備までをサポートし、安心して業務に集中
できる体制を整えることを継続して行っている。
様々な働き方を提供する事で、国籍、年齢、ハンディキャップの有無に関係なく、誰も
が相談しやすく働きやすい、アットホームな風土を大切にすることで、多様な人材が
個性を活かして長く元気に活躍できる基礎としている。

○ ○ ○

8
【健康経営】
・従業員への健康投資による生産性の向上等の組織の活性化に取り組んでいる

応用 社会

従業員の健康を経営の基盤と捉え、服務規律に基づく健康管理と、清潔な職場環境
づくりを通じて生産性の向上に努めている。
就業規則（服務規律）において健康診断の受診を義務付け、全従業員の定期的な受
診と早期ケアを徹底しています。これにより、個々のパフォーマンスの維持と組織の
活性化を図っている。

○ ○

9
【人材育成】
・労働者に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している

応用
社会、経

済

ISO 9001の規格・服務規律に則って、労働者に適切な能力開発・教育訓練の機会を
提供している。
就業規則（服務規律）に「業務に必要な知識、技能を高め資質の向上を図る」ための
教育・研修を行うと明文化している。
個人のスキルマップに基づき、必要な能力開発機会を計画的かつ公平に提供してい
る。
社内でのOJT（教育訓練・指導）に加え、必要に応じて外部の専門研修やセミナーへ
積極的に派遣している。
公的資格の取得支援も行い、従業員一人ひとりの専門性を高めることで、組織全体
の技術力向上を図っている。

○ ○ ○

10
【雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保】
・雇用形態に関わらず、同一労働同一賃金等の原則に沿った対応を行っている

応用
社会、経

済

就業規則（服務規律）において賃金の構成を明確に定め、雇用形態にかかわらず、
職務内容や責任に応じた公正な待遇を確保している。
賃金規定を含む就業規律は、全ての従業員が「いつでも自由に閲覧できる状態」を
整えている。
待遇に関する基準をオープンにすることで、雇用形態を問わず、本人が納得感を持っ
て働ける透明性の高い環境を維持している。

○ ○

11
【廃棄物】
・廃棄物の管理を適切に行い、また削減に努めている

基本 環境

ISO14001認証を取得しており、環境方針に基づいた環境マニュアルに従って、組織
的な環境管理を徹底している。
「廃棄物管理手順書」に基づき、燃えるゴミから資源ごみまでを専用の廃棄物保管庫
にて細かく分別管理している。
資源ごみについては、リサイクルのために地域の焼却場内にある指定場所へ適正に
搬出及びリサイクル業者に引き渡すことで、再資源化を確実に実践している。
また、事務用品の節約やコピー用紙の裏紙利用を習慣化するなど、社内全体で資源
の有効活用に努めている。
製造工程においては、切削クズ（金属屑等）の全量を種類ごとに分別し、100％リサイ
クル（再資源化）を実現している。
特に使用済み切削油や洗浄液については、「廃油取扱い手順書」に則り、関係法令
に基づいた適切な保管・産業廃棄物処理を日々正しく行っている。これらの活動を通
じ、決めたルールを社員全員で守り続けることで、環境負荷の低減と持続可能な生
産活動に誠実に取り組んでいる。

○ ○ ○
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12
【エネルギー】
・自社のエネルギー使用量を把握し、エネルギー利用の効率化を進めている

基本 環境

CO2チェックシートを用いて毎月の電力使用量と料金を詳細に記録している。
現場にはデマンド表示器を設置し、電力の使用状況（W数）や月別使用量のグラフを「い
つでも誰でも確認できる状態」にしている。
このようにエネルギー使用の透明性を高めることで、従業員の節電意識の向上に繋げて
いる。あらかじめ設定した上限値を超えてブザーで警告が出た際には、担当者の指示に
より即座に節電行動を取ることで、使用電力のピーク抑制と効率化を実践している。
効率化の具体的な取組として、精密作業用の拡大鏡および工場・事務所の主要照明は
既にLED化を完了してある。
空調負荷を低減するため、夏季には天井裏ファンによる熱気排出、冬季には会社支給の
防寒着着用による暖房温度の抑制など、季節に応じた工夫を徹底している。
現在は、残る倉庫の照明についても【予定】LEDへの変更を進めている。また、給湯室等
の火気を廃止してIHヒーターを導入することで、熱効率の向上と夏季の室温上昇抑制を
図っている。
さらに、全ての部屋に温度計を設置し、その都度、室温を直接確認しながらエアコンの設
定温度を調節することで、全従業員で無駄のない温度管理を実践している。あわせて、窓
へのブラインド設置の検討や、長期休暇・夏場の温水器等の電源オフ、こまめな消灯や
人感センサー付きLED照明の導入にも取り組んでおり、設備改善と日々の細やかな運用
の両面から、エネルギー利用の効率化を追求している。

○ 　 ○

13
【温室効果ガス】
・自社の温室効果ガスの排出量を把握し、削減を進めている

基本 環境

CO2チェックシートを活用し、毎月の電力使用量から温室効果ガスの排出量を算定・記録
することで、排出実態を正確に把握している。
また、現場にはデマンド表示器を設置し、電力使用状況（W数）の透明性を高めることで、
従業員全員の節電意識の向上に繋げている。あらかじめ設定した上限値を超えてブザー
で警告が出た際には、担当者の指示により即座に節電行動を取ることで、使用電力の
ピーク抑制と温室効果ガスの排出削減に直接つなげている。
具体的な削減対策として、拡大鏡や主要照明のLED化が完了し、人感センサー付き照明
も積極的に取り入れ、電力消費に伴う温室効果ガスの排出抑制に努めている。
空調効率向上のため、夏季の天井裏ファンによる排熱、冬季の会社支給の防寒着着用、
全室への温度計設置による適切な温度管理を徹底している。また、給湯室等の火気を廃
止してIHヒーターを導入することで、熱効率の向上と夏季の室温上昇抑制を図り、エネル
ギー由来の温室効果ガス削減を実践している。
さらに、窓への【予定】ブラインド設置による断熱効果向上に向けた検討に加え、長期休
暇中の電源オフやこまめな消灯を習慣化している。あわせて、段ボールや紙類などの資
源リサイクルを徹底し、廃棄物を単なるゴミとして焼却せず資源として再循環させること
で、社会全体の温室効果ガス排出抑制に貢献している。現在はさらなる脱炭素に向け
「CO2フリー電力」への切り替えを選定中であり、把握・抑制・転換の多角的なアプローチ
により、温室効果ガスの削減を継続している。

○ ○ ○

14
【有害化学物質】
・法令等で規制されている有害化学物質を把握し、使用量の削減及び適切な使用に努めている

基本 環境

洗浄剤をトリクロロエチレンからアブゾールへ変更し、有害性の低減を図っている。現在
は、さらに有害物質が微量、あるいはフリーの洗浄剤への【予定】切り替えを検討してお
り、化学物質の使用量そのものの削減に努めている。
「洗浄作業手順書」に基づき、自動運転による洗浄時間を厳格に管理することで、洗浄剤
の過剰な使用や揮発ロスを抑制しています。また、使用場所を限定し、有資格者（有機溶
剤作業主任者、危険物取扱者）の監督のもとで適正に使用している。
SDS（安全データシート）を用いて成分を把握し、廃液については「廃棄物管理手順書」に
則り、一般排水と分離して専門業者へ委託処理している。過剰在庫を持たない運用によ
り、期限切れ廃棄の発生も防いでいる。

○ ○ ○ ○

15
【生物多様性】
・自社活動が生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないよう配慮している

基本 環境

油汚れを拭き取ってから手洗いする習慣を徹底し、ウエスや作業着は専門業者によ
る定期洗浄を活用することで、排水の質を維持し、水生生態系の保全に努めている。
「廃油取扱い手順書」および「廃棄物管理手順書」を整備し、ゴミの分別管理による環
境流出防止を組織的に実施している。
「有機溶剤作業主任者」を決め、専門知識を持つ有資格者（危険物取扱者）を配置。
法令を遵守した適切な管理体制を構築している。
また、万が一の漏洩事故などに備えた対応手順を整備しており、トラブルが発生した
際にも、速やかに関係各所へ状況を報告・公開できる連絡体制（対応手順）を整えて
いる。

○ ○

16
【水の管理】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、利用効率の改善に努めている

応用 環境

自社の水利用状況を数値で適切に把握し、無駄のない利用と効率化に努めている。
CO2チェックシートを活用し、毎月の水使用量を正確に把握・記録しています。過去の
データと比較して異常な変動がないかを監視し、水資源を適切に管理する体制を構築し
ている。
自社内での大量の水を必要とする洗濯作業等は行わず、専門業者によるレンタル循環シ
ステム（作業着・ウエス等）を活用することで、社内での水消費を最小限に抑えている。

○

17
【環境マネジメントシステム】
・ISO14001または同等の環境マネジメント規格を取得している

応用 環境 ISO14001-2015年版を2005年に取得済みで、現在も次回更新に向けて進んでいる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18
【環境情報開示】
・自社の環境の取り組みに関する情報を収集し、開示している

応用 環境

顧客からの要求や社会的な要請に基づき、製品の環境情報（RoHS・SDS等）をその
都度、素材メーカーより収集・確認した上で、適切に開示しています。CO2チェック
シートを用いて、電気や水の使用量など自社の環境負荷を継続的に記録している。
データを蓄積しておくことで、取引先からの環境調査や情報開示の求めがあった場合
に対し、客観的な数値に基づいて回答できる体制を整えている。

○

環境



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
カテ
ゴリ

チェック項目
【SDGsの観点で市場・社会から期待される基本的な事項（例）】

具体的な取組

・環境
・社会
・経済
の種別

期待
レベル

19
【再生可能エネルギーの利用】
・再生可能エネルギーの利用を進めている

応用 環境

自社の環境において最も効果的な再生可能エネルギーの導入方法について、現在
具体的な比較・検討を行っている。
再生可能エネルギー由来の電力への切り替えを目指し、現在、【予定】電力会社へ
「CO2フリー電力プラン」の御見積を要求し、検討を行っている段階です。自社に最適
な調達方法を選択するための情報収集を積極的に進めている。
太陽光発電設備の導入についても、事前にお見積りとシミュレーションを実施した。
日照条件等の立地環境を考慮し、自社において実効性の高い再エネ活用の形を慎
重に精査している。
外部機関による「省エネ診断」を受診し、その報告書の結果を導入検討の重要な判
断材料として活用している。
専門的なデータに基づき、着実な利用開始に向けた比較・検討を継続している。

○ ○

20
【天然資源の持続的利用】
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている

応用 環境

顧客のグリーン調達基準を遵守し、有害物質を含まない材料や紛争鉱物に関わらな
い材料を選定することで、資源の持続可能性に配慮している。
有害物質を含まない材料を特定して調達することで資源の質を守り、ミルシートによ
るロット管理で資源の出所を追跡可能にしている。
これにより、地球環境を汚染せず、かつ正当に管理された資源のみを利用するよう配
慮している。

○ ○ ○ ○

21
【３Rの推進】
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている

応用 環境

ISO14001のマネジメントシステムに基づき、環境方針に『天然資源の消費低減』を掲
げ、会社全体で3Rを推進している。
リデュース・リユースは 環境影響評価に基づき、加工時の歩留まり向上や通い箱の
活用を継続的に改善している。
リサイクルは 切削屑（切粉）の材質別分別に加え、段ボールや紙資源についても『資
源ごみ』として厳格に分別し、確実に再資源化ルートに乗せている。
環境方針として社内に掲示・周知され、日々の業務の中で社員一人ひとりが資源を
無駄にしない行動を心掛けて実践している。

○ ○ ○ ○ ○ ○

22
【汚職・贈収賄防止】
・汚職・贈収賄を禁止する方針を掲げ、社員に教育している

基本 社会
就業規則（服務規律）において汚職・贈収賄の禁止が定められており、全従業員が
常時閲覧できる状態にすることで、社内ルールの周知を図っている。

○

23
【公正な競争】
・不正競争行為に関与しない方針を掲げ、社員に教育している

基本 社会

就業規則（服務規律）において、自己の利益を図るための不正行為や不当な利益供
与、及び許可なく職務以外の目的で会社の施設・物品等（データや情報資産を含む）
を使用することを厳格に禁止している。
これらの規定により、談合や他社の営業秘密の不正取得といった不公正な手段を排
除し、誠実な競争を行えるよう、全社員に規則を常時閲覧可能にすることで周知を
図っている。
これにより法令遵守に基づいた公正な事業慣行の維持に努めています。

○

24
【知的財産保護】
・知的財産を保護するよう、適切な取り組みを進めている

基本 社会

就業規則（服務規律）において、正当な理由なく、会社および取引先等の機密を漏ら
さないことを義務付けている。
顧客情報や技術ノウハウを知的財産として適切に扱うよう定めており、全社員が常
時閲覧可能な状態にすることでルールの周知を図っている。
また、会社の物品や情報資産を職務以外の目的で使用することを禁止することで、
自社の知的財産の流出防止と、他社の権利を侵害しないことを義務付けている。

○ ○

25
【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している

基本 社会

就業規則（服務規律）において個人情報保護の徹底を定めており、個人情報保護法
を遵守し、自らの業務に関係のない情報を不当に取得しないよう全社員に周知して
いる。
会社および顧客に関する情報の管理に細心の注意を払うとともに、異動や退職時に
は管理していた情報や帳簿類を速やかに返却することを義務付けている。
これらの規則を全社員が常時閲覧可能な状態にすることで、情報の入り口から出口
まで、個人情報の漏洩防止と適正な管理の徹底を行っている。

  ○

26
【紛争鉱物】
・紛争鉱物を取り扱っていないことを確認している

応用 社会

顧客のグリーン調達基準に基づき、サプライヤー（材料メーカー）に対して紛争鉱物
の不使用調査を実施している。
ミルシートによるロット管理を徹底しており、材料メーカーまで遡れるトレーサビリティ
を確保している。
人権侵害や環境破壊に関わる不当な鉱物資源を排除した調達を組織的に実践して
いる。

○

公正
な事
業慣
行
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27

【サプライチェーン管理】
・サプライヤー、事業パートナー等に対し、人権侵害（低賃金労働、児童労働、劣悪な労働環境等）の防止、生
物多様性や生態系への悪影響の防止、倫理面での適切な対応（ハラスメント・汚職・贈収賄防止）のための取
組を要請している

応用 社会

取引先の選定段階において、人権・倫理・環境リスクを排除した調達を徹底してい
る。
コンプライアンス（法令遵守）や人権配慮が不透明なルートを排除し、ミルシートの発
行や紛争鉱物調査への回答が確実に行える、社会的な信頼性の高いメーカー・商社
のみを選定して取引している。
取引において、成分証明（ミルシート）や流通ルートが明確なもののみを扱うことで、
不透明な取引や汚職のリスクを排除している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28
【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性を確保するための仕組みを構築している

基本 経済

ISO 9001に基づき、要求事項の明確化から供給元管理、不適合管理にいたるまで、
安全性を確保するための仕組みを構築・運用している。
また、社内外から得られるリスクや気づきを組織的に吸い上げ、定期的にマニュアル
を見直すことで、将来の設計開発にも耐えうる実効性の高い運用を継続している。

○ ○

29
【品質保証】
・顧客に品質のよいモノやサービスを提供するための仕組みを確立している

基本 経済

ISO 9001に基づき、計画（手順作成）から実行、そして定期的なチェックと経営層によ
る見直しまで、品質をより良くし続けるサイクルを確立している。
顧客の要求事項（図面・仕様）を正確に把握し、原材料の受入から製造、最終検査に
いたるまで、作業手順書に基づいた一貫した管理を行っている。
定期的な内部監査により、業務が実情に合致しているかを第三者の視点で点検して
います。現場の気づきを吸い上げ、常に実態に合わせた最適な手順へ更新し続ける
ことで、安定した高品質なモノづくりを実現している。
単に不備を防ぐだけでなく、顧客からのフィードバックを真摯に受け止め、経営層を含
めた組織全体でサービス向上に反映させ信頼関係の構築を目指している。
万が一、基準に合わない事象が発生した際は、原因を根本から究明し仕組みを改善
します。この積み重ねが、顧客への誠実な対応と、長期的な品質の安定に繋がる体
制を盤石にしている。

○

30
【環境配慮製品】
・ライフサイクルで環境に配慮した製品の開発・設計を進めている

応用
経済、環

境

現時点では顧客図面に基づく受託加工が主であるため、自社での製品開発・設計は
行っていません。
ただ、将来は自社開発も視野に入れ、その際はこれまでの加工技術を活かし、『無駄
なゴミ（切粉）を出さない設計』や『安全な材料選び』を徹底する考えを持っている。

○ ○ ○ ○ ○

31
【社会課題解決製品・サービス】
・社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開を進めている

応用
社会、経

済

現在は顧客図面に基づく受託加工が主であり、自社独自の社会課題解決製品の開
発は行っておりません。
また、将来の自社製品開発においても、これまでの加工技術をベースに、より直接的
に社会課題の解決に貢献できる製品づくりを行いたい考えを持っている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32
【地域への影響への配慮】
・自社事業が地域に及ぼす影響に配慮し、適切に取り組んでいる

基本
環境、経

済

自社の事業活動が近隣環境や地域社会に及ぼす影響を深く認識し、ISO 14001に基
づいた以下の配慮と取り組みを徹底している。
油汚れを拭き取ってから手洗いする習慣の徹底や、専門業者による作業着等の洗浄
を活用し、地域の水生生態系を汚染しない排水管理に努めている。
「廃油取扱い・廃棄物管理手順書」の整備に加え、危険物取扱者や有機溶剤作業主
任者などの有資格者を適正に配置している。
法令を遵守し、ゴミの環境流出を防ぐことで、地域住民の皆様の安全な生活環境を
守っている。
万が一の事態に備えた対応手順を完備しており、トラブル発生時には地域社会や関
係各所へ速やかに情報を公開できる体制を整えている。
不測の事態においても影響を最小限に抑え、地域の安全を最優先に守るための準
備を万全に整えている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33
【社会貢献活動】
・寄付、ボランティア等を含む、社会貢献活動に積極的に取り組んでいる

応用 社会

地域行事への支援として地元の祭りや行事への協賛を通じて、地域の伝統維持等を
支援している。
社内に募金箱を設置し、社員が日常的に社会支援に参加できる場を設けるなど、会
社全体で福祉活動等への協力を進めている。

○  ○ ○ ○  ○

34
【地域資源の積極的利用】
・地域資源の積極的利用（地産地消、地産外商）を行っている

応用
環境、社
会、経済

材料メーカーが近くにないため材料の地産地消は難しいですが、地域の方からの加
工の依頼（委託）は、可能な限り優先して受けるようにしている。

○ ○ ○ ○ ○  

35
【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に十分浸透している

基本 社会

ISO 14001および9001の運用を通じ、環境保全と品質に関わる法令を全社員が自分
事として厳守する仕組みを築いている。
「廃油取扱い手順書」や「廃棄物管理手順書」を整備し、それに則った運用を徹底し
ている。特に、切削油や洗浄液の厳格な取り扱い・管理を手順通りに行うことが、法
令の厳守と地域環境の保護に直結していることを周知・徹底しています。「有機溶剤
作業主任者」や「危険物取扱者」等の有資格者を適正に配置し、手順書が現場の実
態に即して正しく守られているかを厳しく管理している。
定期的な内部監査を実施し、手順書が法令や現場の実情に合致しているかを点検し
ている。
不備や改善点があれば即座に手順書を見直し、常に「最新かつ正しい方法」を全員
で共有することで、組織全体の高い規律意識と法令遵守を当たり前の習慣として維
持している。

○

36
【内部管理体制】
・経営理念（及びSDGsとの関係）・経営目標の社内への共有が行われている

基本
環境、社
会、経済

経営理念・目標・方針を明記した回覧を全社員に回し周知を徹底しました。 ○ ○ ○

37
【法令遵守】
・法令遵守が確実に行われるよう、体制・仕組みが整備されている

応用 社会

就業規則（服務規律）および各種作業手順書を整備し、法令を遵守して業務を遂行
する体制を構築している。
ISO14001を運用することで、環境関連法規制の最新情報の把握と順守評価を定期
的に実施しています。これらにより、労務・安全・環境のあらゆる面において、組織的
にコンプライアンス（法令遵守）を徹底する仕組みを維持している。

○

社会
貢献・
地域
貢献

製品・
サー
ビス
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38
【組織体制】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に関連する事項に対応する担当、専門部署など体制が整備されている

応用
環境、社

会
ISO14001の管理体系に基づき、環境管理責任者を任命し、組織的な管理体制を構
築している。

○

39
【リスクマネジメント】
・法令遵守、環境安全衛生、労働環境などに関するリスクを特定、評価し、マネジメントするプロセスが整備され
ている

応用
社会、経

済

ISO14001のマネジメントシステムに基づき、環境影響評価やリスク特定を定期的に
実施する手順を確立している。
特定したリスクに対しては、作業手順書の整備や目標管理を通じて、法令違反や事
故を未然に防ぐ管理（マネジメント）を組織的に行っている。

○

40
【企業の社会的責任】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対し、責任を持って対応するCSR（Corporate Social Responsibility）の
取組を進めている

応用
環境、社

会

ISO14001の運用や就業規則に基づき、リサイクルやグリーン調達、安全管理を組織
的に行うことで、事業活動が環境・社会に及ぼす影響に対し責任を持って対応してい
る。

○  

41
【ステークホルダーとの対話】
・ステークホルダーと対話し、自社活動のステークホルダーへの影響を把握し、適切に対応している

応用 社会
顧客とメールや電話で頻繁に連絡を取り合い、納品時にミルシートを提出すること
で、自社製品の成分や品質が相手に及ぼす影響を明確にし対応している。

○ ○

42
【事業継続】
・事故や災害などの発生に伴う事業中断を想定した戦略を立案している

応用
環境、社
会、経済

BCP（事業継続計画）に基づき「事故及び緊急事態対応手順」を整備し、不測の事態
による事業中断リスクを最小限に抑える戦略を運用している。
油漏れ事故を想定した実地訓練を定期的に実施するとともに、トラブル発生時の外
部への連絡・報告を定めた「情報公開手順」を確立している。
災害時の迅速な応急処置と適切な情報開示を行い、事業の早期復旧と継続を可能
にする体制を構築している。

○ ○ ○ ○

43
【事業承継】
・事業承継に関する検討・対策を行っている

応用
社会、経

済

現時点では、経営権の承継に関する具体的な検討は行っていませんが、日々の業
務において過去の切削プログラムを蓄積・再利用できる体制や、検査手順書を整備
しており、現場の仕事を滞りなく継続できる体制を維持している。
これらが結果として、独自の加工ノウハウを継承するための実質的な備えとなってい
る。

○ ○ ○
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独自に設定したSDGsに資する取組

【記載留意事項】
・「期待レベル」の「基本」の項目のすべてに「具体的な取組」が記載されることが登録の必須条件となります。なお、今回の宣言に合わせて、今後、取り組む予定のものにあっても「具体的な取組」を記載いただければ登録が可能です。（今後、取り組むものについて
は、「具体的な取組」の前に【予定】と記載してください。）
・「チェック項目」が事業形態上（個人事業主等）、該当しない場合には、「具体的な取組」欄に、【非該当】と記載し、あわせて、その理由を記載してください。
・「具体的な取組」には、チェック項目に関する具体的な取組を記載してください。　また、取組に関連する国際機関、国、県、市町村等の認証・認定等を取得している場合は、その旨を併せて記載してください。
・山梨県として力を入れている項目は、「山梨県総合計画 ２０２３年策定版」に掲載していますので、関連する「具体的な取組」がある場合は、記載してください。また、山梨県が取り組むＳＤＧｓに関する内容（水素・燃料電池、４パーミル・イニシアチブ、アニマルウェ
ルフェアなど）を活用している場合も併せて記載してください。（次項の【その他独自に行っている取組】も同様。）

具体的な取組

【その他独自に行っている取組】


